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ソレノイド部に設置した，能動粒子計測法の一種である金中性粒子ビームプローブ（Gold Neutral Beam 
Probe: GNBP）を揺動計測に適用し，軌道積分効果を詳細に検討考慮して，プラズマ内に励起される揺動の
電位と密度の精度を上げた位相差測定により，揺動に起因するプラズマの粒子束を算出し径方向輸送につい
て研究した論文である。径方向密度勾配や温度勾配等により駆動されるドリフト波は磁場閉じ込めプラズマ
に広く現れる普遍的な現象であり，密度揺動と電位揺道の位相差を局所的に同時測定し，径方向輸送を密度
分布の時間変化に結びつけている。当研究で達成された明瞭な実験結果は他に類が無く，今後のタンデムミ
ラー実験を含めた磁場閉じ込め装置の閉じ込め問題に対し，重要な知見を与える。閉じ込め向上研究に対し
大きく寄与し，博士論文として充分に価値があると認める論文である。
　よって，著者は博士（物理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
